
令和6 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
活動場所:株式会社藤井

  埼玉県吉川市中野301

活動日程:月～金 9:45～14:30 成果物の写真

実施した生産活動:工業用ゴム製品の検品・組立等 活動内容の追加コメント

利用者数等:月平均5.08名

（職業指導員1名が管理指導を担当）

＜目的＞

＜成果＞

・依頼した作業に対して真摯に取り組んでおり、作業姿勢は高く評価できる。

・任せている作業も非常に多く、急遽の依頼にも柔軟に対応してくれ、非常に助かっている

・礼儀、挨拶等も問題なく行えており、企業で働くことに対して基本的な習慣を身につけていると感じる。

・施設外就労を受け入れたことで、自社でも障がい者との関わり方や理解、さらに雇用についても考え、

 社内での評価を得ることができた。

本活動は、障がい者の一般就労への幅広い理解と、将来的に地元企業への
就労を目指すことを目的としている。
地場の受け入れ企業にとっては、人手不足解消の方策の一つとしてだけで
はなく、障がい者雇用につながる経験や知識が得られ、また体験する障が
い者にとっては、本活動が一般就労への具体的なイメージと意欲を高め、
実際の採用面接時には、その実績は評価につながるように努める

主な活動として、工業用ゴム製品の組み立てから、製品の個包装及び検品、製品の軽量や抜き作業
を担当。決められた梱包方法を理解し、納品できる状態まで作業を行うことも多い。
また組み立て作業にあたっては、個数管理や検品作業等も実施。

【実施した結果】
体験先の企業の雰囲気を触れることで、一般就労への意欲やイメージを持つこ
とができた。特に一般就労への不安が軽減されたのが大きな成果と挙げる
【得られた成果】
外部で就労体験を実施したことで本人がどのような職種で一般就労を目指した
いかが明確になり、得意不得意の自己把握が行えた
実際に外部で業務を行い一般就労のイメージがつき結果につながっている
【課題】障がいの特質上、作業スキルやスピードが上がらないこともあるが、
さらなる工夫を重ねることで、一定の作業スキルを身につけさせたい。最終的
に、一般就労先での安定した勤務を実現させたい。

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 株式会社 藤井 担当者名 大島 敏勝

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 あいりす

住 所 埼玉県吉川市高久2丁目7-3

1116400167

山田 絢介

令和5年度電話番号 048-984-3205

様式１


